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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成27年1月29日(2015.1.29)

【公表番号】特表2014-501303(P2014-501303A)
【公表日】平成26年1月20日(2014.1.20)
【年通号数】公開・登録公報2014-003
【出願番号】特願2013-546179(P2013-546179)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｊ 163/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ  11/08     (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ   5/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｊ 163/00    　　　　
   Ｃ０９Ｊ  11/08    　　　　
   Ｃ０９Ｊ   5/00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成26年12月5日(2014.12.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ａ）硬化性接着剤組成物の第一部分及び第二部分を適切な比で混合することにより混合
された接着剤組成物を提供する工程であって、
　ｉ）前記第一部分が少なくとも１つのエポキシ樹脂を含み、
　ｉｉ）前記第二部分が、少なくとも１つの一級アミン、二級アミン及び／又はチオール
を、少なくとも１個の末端エポキシ基を含む少なくとも１つのポリオール化合物と反応さ
せることにより得られるエポキシ－アミン付加物又はエポキシ－チオール付加物の形態の
少なくとも１つの硬化剤を含む、工程と、
　ｂ）前記混合された接着剤組成物で少なくとも部分的に一方又は両方の基材を被覆する
工程であって、前記基材の一方又は両方が油層で被覆され、前記油層が、前記混合された
接着剤組成物を適用する前に除去されない、工程と、
　ｃ）前記混合された接着剤組成物で被覆された区域に前記基材を接触させる工程と、
　ｄ）前記混合された接着剤組成物を硬化させる工程と、
　を含む、少なくとも２つの基材を一緒に接着する方法。
【請求項２】
　第一部分及び第二部分を含む硬化性接着剤組成物であって、
　ａ）前記第一部分が少なくとも１つのエポキシ樹脂を含み、
　ｂ）前記第二部分が、少なくとも１つのチオールを、少なくとも１個の末端エポキシ基
を含む少なくとも１つのポリオール化合物と反応させることにより得られるエポキシ－チ
オール付加物の形態の少なくとも１つの硬化剤を含む、硬化性接着剤組成物。
【請求項３】
　請求項２に記載の硬化性接着剤組成物の反応生成物を含む硬化済み接着剤組成物。
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